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事務局からのお知らせ 
 

 

第４回 葉山つながる広場 開催決定！ 

  11 月２３日（土） 10:00～15:00 

東日本大震災から 2 年半。葉山で何かできることはないか？ 支援活動している団体が情報を共有し、 

もっと大きくつながれないか？という思いで始まった「葉山つながる広場」も 

4 回目となります。開催にあたり、運営費・支援金を募ります。 

振込先は下記の通り。皆様のご協力をお願い致します。 

振込口座は  ゆうちょ銀行 10210-45638611 ハヤマツナガルヒロバ 

他行からは  ゆうちょ銀行 店名 028 普通預金 口座 No.4563861 
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秋は空の美しい季節だ。朝焼けに始まり、日中の雲、  

夕焼け、夜空。どの季節も空が美しい日はあるが、夏の

暑さから解放された今、見上げる空の澄んだ青と真っ白

な雲の清々しさを存分に楽しもう。 

･････ 海は楽しい 海はすばらしい 海は大切 ･････ 

葉山つながる広場 公式グッズ販売中♪ イベント等での販売協力も絶賛募集中☆ 

 てぬぐい 1,000 円 

ステッカー 各 100 円 

第４回つながる広場の開催に向け、公式グッズ

を販売しています。売上は全て、次回の運営費

として大切に使わせていただきます。 

オーシャンファミリー事務局ほか、毎月第２・

４土曜日に開催される東北物産展(鎌倉生涯 

学習センター)にて販売中です。 
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夏の活動報告 

今夏の三宅島サマースクールでは、85 種のフィッシュリストになりました。 

今年の夏は、高気圧が張り出していたため関東には台風が近づくことなく、夏中フル回転で海の活動が

できました。暑さもなんのその！みんな日に焼けた顔が勲章になりました。 

 

■三宅島サマースクール 

8 月 4 日～9 日（5 泊 6 日）天候に恵まれ、錆ケ浜、土方、伊ケ谷（大船渡湾）、大久保、長太郎池、

御蔵島（ドルフィンスイム）、そして、数年に 1 度入れるかどうかの富賀浜にトライできました。フィ

ッシュリスト作りでは、眠さと戦いながら、みんなで図鑑を調べて 85 種の魚類を確認しました。これ

は快挙です。ちなみに前年度は 57 種。これだけの種が観察できたのは、天気や海況に助けられたこと

が一番です。また、みんなのスキルアップがすごかったこと。観察する力がついたこと。みんなで夜も

頑張って図鑑を調べたことなどが考えられます。以下は、観察できた魚類です。皆さんも図鑑を調べて

みて下さい。 

 

1.ソラスズメダイ 2.オヤビッチャ 3.ハナミノカサゴ 4.クマノミ 5.ツノダシ 6.アオヤガラ  

7.コウワンテグリ 8.カゴカキダイ 9.ボラ 10.チョウチョウウオ 11.ブダイ 12.タカナハダイ 

13.ハマフエフキ 14.クロメジナ 15.トビヌメリ 16.ゴンズイ 17.カワハギ 18.イズヒメエイ 

19.ニシキベラ 20.ウミスズメ 21.ミツボシクロスズメダイ 22.キンギョハナダイ  

23.ウツボ 24.トラウツボ 25.ハコフグ 26.カサゴ 27.クロサギ 28.ハリセンボン  

29.イシガキフグ 30.クサフグ 31.メジナ 32.ホウライヒメジ 33.キビナゴ 34.ニザダイ 

35.オハグロベラ 36.カミナリベラ 37.トカラベラ 38.イシダイ 39.ムギイワシ 40.アカエイ 

41.ヘビギンポ 42.フタイロカエルウオ 43.ゴイシウミヘビ 44.ヤマブキベラ  

45.トゲチョウチョウウオ 46.イスズミ 47.ミナミハコフグ（yg） 48.ホンソメワケベラ 

49.ミヤコキセンスズメダイ 50.カエルウオ 51.ロクセンスズメダイ 52.ホンベラ 

53.カミナリベラ 54.フウライチョウチョウウオ 55.ミヤケヘビギンポ 56.ベニカエルアンコウ 

57.セダカスズメダイ 58.ブチススキベラ 59.カンムリベラ 60.カノコベラ 61.シマハギ  

62.クツワハゼ 63.イタチウオ 64.オニカマス 65.タカベ 66.イシヨウジ 67.キヌカジカ 

68.ギンユゴイ 69.ホソウバウオ 70.クギベラ 71.ユウゼン 72.ヤッコエイ  

73.ミナミハタンポ 74.ワカウツボ 75.ツキチョチョウウオ 76.アヤトビウオ 77.ナツトビ 

78.オジサン 79.アカカマス 80.テンス 81.テンクロスジギンポ 82.イラ 83.メガネハギ 

84.コロダイ（yg） 85.ホシフグ ※yg=幼魚 

 

参加したみんなからは、「イルカや見たことの 

ない魚が観察出来てよかった」「イルカと泳げた 

し、友達ができた」「初めてあんなに深い海に行け 

た。海洋生物が詳しくなった」「テーブルサンゴ 

やいろんな種類の魚が観察できた」などの感想が 

ありました。 
 

どんどん力をつけて、興味を持って、図鑑を 

調べて、海洋生物学者を目指しましょう！ 
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事務局からのお知らせ 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

夏の活動報告 

ふくしまキッズが横浜、葉山へやってくる！ 

今年の冬休みもふくしまキッズが、12 月 21 日～29 日、横浜に来ることが決まりました。 

その中の 1 日、葉山の海へ遊びに来ます。一緒に遊んで下さるボランティアの方、 

支援金（食費）や支援物資を募ります。ご協力をよろしくお願いします。 

※詳細は、事務局（災害支援海の仲間たち）まで 

ゆうちょ銀行 記号 10210 番号 96243931 

（他行から 店名 028 番号 9624393）  

口座名 災害支援海の仲間たち 

富賀浜のテーブルサンゴの群落 

御蔵島周辺に生息するミナミハンドウイルカ 

今年は 30頭以上の親子の群れに遭遇しました 

透明度の良い三宅島の海 
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メダカが絶滅危惧!? 葉山でも!? 現在、57 歳、葉山で生まれ、葉山の野山海川で走り回って

育った身には信じがたいことでした。遠目には山あり海あり、変りない葉山の景観ですが、改め

て周りの環境を見渡せば、ずいぶんと変化してしまったものです。通学した当時の葉山小学校の

校庭の北側には小川が流れ、時期になればホタルが飛び交いました。校庭で朝礼している時にも、

野良犬に追いかけられ逃げ惑うノウサギに目を奪われたことも度々ありました。長者ヶ崎の自宅

から、通う小学校までの道のりの多くが畑と田んぼ野原でした。今は、住宅街です。小川はいた

るところにあり、日影地区には広いアシ原もありました。子どものころの川や池、田んぼは良い

遊び場で、給食のパンの残りを牛乳瓶に入れ、モツゴ（クチボソ：地方名）捕りをしたり、カメ

（クサガメ、イシガメ）捕りをしたり、ウナギやドジョウ捕り、ハゼ釣りに明け暮れていました。

メダカは、小物であまり意識していませんでしたが、あちこちにいたように思います。イモリも

トウキョウサンショウウオも取ろうと思えば、何十匹でも取れました。 
 

 メダカに限らず、多くの水辺の生きものたちが葉山では、絶滅危惧状態になってしまったよう

です。彼らの生息環境の、直接的な消失が一番大きな原因、加え生息環境の劣化・悪化がその要

因でしょう。水辺の生きものの生息場所は、局所的で、狭く、観察をしたり、生き物と触れ合う

には十分ではありません。葉山で育つ子どもたちが、存分に水辺の生き物とふれあえ、興味を持

ち、同じ地域に生きる仲間として保全意識気が芽生えるような体験ができる環境が増えると良い

と思います。それは、とりもなおさず、水辺の生き物が生き生きと生息できる環境でもあるわけ

です。 
 

 葉山メダカの飼育繁殖をしながら、いつもそのこと考えています。 

 

 

コラム 

メダカと原風景 

海野義明 

(NPO 法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター 代表理事) 

「葉山メダカの会」9月号季刊誌に掲載された原稿です 
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われら海洋族 

おんじゅく便り 

オーシャンファミリー会員 10 年目の ‘キタさん’こと北村昭彦です。みなさんこんにちは！ 

9 月に入ってもまだまだ暑いですが、ここ御宿も朝はかなり気温が下がって、草木がびっしょり夜露に

濡れるようになってきました。もうすぐ夏も終わりですね。 

 

さて、僕にとっての 9 月と言えば「おんじゅくオーシャンスイムレース」の月。僕が勤務する NPO お

んじゅく DE 元気が主催する企画の中で、もっとも規模が大きく、いちばん準備に骨の折れる一大イベ

ントです。9/7（土）の大会当日まで１週間を切った今、ボランティアの皆さんの力を借りながら、て

んてこまいしながら準備を進めているところです。 

7 日のレースは無事に終了しました。結果報告は、以下のホームページでご覧いただけます。 

 

‘オーシャンスイム‘というスポーツをご存じない方もいらっしゃると思いますが、まあ、一言で言え

ば「海での遠泳」。小学生から上は 70 代の方まで幅広い年齢層の人たちが楽しんでいます。当初はプ

ールだけで泳いでいた人たちが、自然との触れ合いを求めて、続々と海に進出してきている、といった

ところでしょうか。 

 湘南や内房の穏やかな海での大会が多い中、外房のダイナミックな荒波の中で、ライフセーバーに見

守られながら思う存分泳ぐことができる御宿のオーシャンスイムは、年を追うごとにファンが増え続け

ています。 

 御宿に来る前までの僕にとっては、‘海で泳ぐ’、イコールそのまま「スノーケリング」を意味するこ

とがほとんどだったのでまったくの門外漢ではありますが、身軽な競泳スタイルと美しいクロールでグ

ングン波間を進んでいく参加者のみなさんを見ていると、自分もあんな風に泳げたら気持ちいいかもな

あ、と思ったりもする今日この頃。 

 みなさんも、身ひとつで海と対峙するオーシャンスイム、チャレンジしてみてはいかがでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おんじゅく DE 元気の活動についてはホームページ（http://onjuku-de-genki.org）をご覧ください。

Facebook（http://www.facebook.com/onjuku.de.genki）もよろしく～♪ 
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われら海洋族 

こんにちは。三宅島のナツです。 

ついに夏が終わってしまいましたが、、、 

三宅島の海はまだまだあったか♪ 

黒潮が９～10 月頃まで当たっていることが多いので、 

水温も透明度も高め！南方系の魚たちにも出会えますよ。 

 

 

10 月には、メガネ岩の下のダイビングスポットが限定解禁されます。 

普段は漁業区域になっているので、ダイビングが禁止されているのですが、毎年 6 月と 10 月だけ  

特別にダイバーに解禁されるのです！ 

メガネ岩ダイビングスポットは、ほかのスポットと比べても魚影が濃く、魚種も豊富です。また、  

溶岩が流れ込んで作り出された巨大な海中アーチが連なっている、とっておきの場所です。10 月の   

週末に楽しむことができます。 

三宅島ではスノーケリングでもウミガメたちにも会うことができるんです！ 

三宅島近海にもアオウミガメ、アカウミガメが多く見られます。ときには、産卵のため浜辺

に上陸してくることもあります。毎年、数箇所で産卵が確認されています。ウミガメたちは三

宅島沿岸に生育しているテングサを食べているようです。テングサは溶岩が流れ込んでゴツゴ

ツした岩場に育つ海藻です。 

 

三宅島の海のおもしろさ、生き物たちの多様さは、三宅島が火山島だからこそ、もたらされ

ている自然の魅力なんですね。ダイナミックです！ 

ぜひ、秋の三宅島の海も体感しに来てみてくださいね♪ 

 

★メガネ岩ダイビングについては、三宅島観光協会の HP からどうぞ！★ 

秋 ver.  
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イベント 

問い合わせ・申込先 

NPO法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター 

事務局・葉山セミナーハウス：046-876-2287  

海野：090-4727-9286 津田：090-2749-5227 

info@oceanfamily.jp http://oceanfamily.jp 

 

のんびりシーカヤックハイキング  夏から秋の海辺を楽しもう 

10/13（日） 10:00～14:00 

シーカヤックの漕ぎ方や生きもの観察を体験 できる 1 日プログラム。上陸した先で出会った生き 

ものを観察したり、海の上から自然を満喫できたりするネイチャープログラムです。 

みんなでまるごと自然体験教室 

シーカヤックに乗ってみよう 

9/23（月・祝）・10/14（月・祝）  

10:00～12:00 

シーカヤックの漕ぎ方や海の上で楽しい過ごし

方を体験できる半日プログラム 

です。上陸した先で生きものを 

探したり、岩の間を通り抜け 

たりするアドベンチャープロ 

グラムです。 

シーカヤックツーリング 

贅沢な大人の休日 

10/27（日）・11/24（日） 

 10:00～15:00（延長可） 

大人のためのシーカヤックプログラムです。 

上陸した先でランチタイム、気が向いたときの 

コーヒーブレイク、行き先を風に聞いてみたく 

なる贅沢な休日を過ごす 

プレミアムプログラムです。 

１泊２日のお泊りプログラム開催！初めての宿泊大歓迎！ 

三浦で秋の自然体験！ 

～山から森・川・海へのつながりを学ぶチャレンジキャンプ～ 

■日程   11 月 2 日（土）～3 日（日）１泊２日 

■場所   三浦ふれあいの村と周辺の海岸、大楠山と前田川の自然 

■活動内容 大楠山ハイキング（植物、川の生きもの観察、海とのつながり発見）、漂着物の観察、 

夜の探検、野外炊飯：みんなで火起こしカレーライス作り 

■参加対象 小学 1 年～6 年 

■参加費  19,000 円（会員限定料金） 集合から解散までの交通費、宿泊・食費（初日の昼は持参）、 

保険代等を含みます。 

※詳細、申込みにつきましては事務局まで 
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開催日 プログラム内容 参加条件ほか 

10/5(土) シーカヤックにおけるリーディング（ボランティア講座）  

集合：葉山セミナーハウス 

 

対象： 

子供が好きな方・ 

CONE リーダー・ 

ライフセーバー・ 

ダイビングインストラクター・ 

シーカヤックインストラクター 

 

担当：津田 

 

 

※詳細は事務局まで 

お問い合わせください。 

10/6(日) オーシャントレーニング⑤（葉山海洋スポーツ塾） 

10/14(月・祝) ゆきわりそうシーカヤック 

10/19(土) シーカヤックハイキング（さざなみ教室） 

10/20(日) シーカヤックチャレンジ（葉山マリンキッズ） 

 オーシャントレーニング⑥（葉山海洋スポーツ塾） 

10/26(土) 森の自然観察におけるリーディング（ボランティア講座） 

11/2(土)-3(日) 三浦で秋の自然体験（ネイチャーキッズ） 

11/3(日) オーシャントレーニング⑦（葉山海洋スポーツ塾） 

11/9(土) 秋の自然遊び（さざなみ教室） 

11/10(日) 秋の自然体験（葉山マリンキッズ） 

11/17(日) 秋のチャレンジトライアル(ｵｰｼｬﾝ)（葉山海洋スポーツ塾） 

11/23(土) 第 4 回 葉山つながる広場 

11/24(日) 海岸の漂着物におけるリーディング（ボランティア講座） 

12/1（日） 基礎トレーニング【ランニング①】（葉山海洋スポーツ塾） 

12/7(土) 海辺の漂着物観察（葉山マリンキッズ） 

12/14(土) 海辺の漂着物発見（さざなみ教室） 

12/15(日) 基礎トレーニング【ランニング②】（葉山海洋スポーツ塾） 

12/21 (日) 指導者会（16：00～） 

10/6（日）・11/3（日）・12/8（日） 定期清掃  どなたでも 
大浜海岸 

集合：葉山公園 芝生広場 
10:00～11：30（予定） 

リーダー・ボランティア募集 

2013 年 10 月 ～ 12 月 

発行者：NPO法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター 〒240-0116 神奈川県三浦郡葉山町下山口1741 

TEL：046-876-2287 FAX：046-876-2297 E-mail： info@oceanfamily.jp HP： http://oceanfamily.jp/ 
Copy Right Ocean Family Club. All Right Reserved. 

2020 年オリンピック・パラリンピックの開催地が東京に決まりましたね。世界中から

トップアスリートが集まり、それに伴って世界中から観戦・観光に多くの人が日本に 

やってくるでしょう。7年後のその時、日本はどのような姿になっているでしょうか。

東日本大震災・原発事故の被災地はどうなっているでしょうか。未だ資金・人員不足で

思うように進まない復興。オリンピックの開催決定を機にもう一度、復興についてみん

なで考え直す必要があるのではないでしょうか。7年後の夏、多くの笑顔で来客を迎え

入れられますように。（み）写真:この夏、いまだガレキが残ったままの南三陸町の海岸。 

Postscript 

ビーチクリーン（ オーシャンファミリービーチクリーンクラブ：ＯＢＣＣ ） 


